
指定管理者管理運営評価シート   別紙 2  
令和 6 年度 

１ 施設の概要 

指定管理施設名 

 

(施設所管課) 

稲美町放課後児童クラブ 

 

 （ 教育政策部 教育課 ） 

指定管理者 広島県福山市新市町戸手 102-1 

キャレオス株式会社 

代表取締役社長 藤井 克樹 

指定管理期間 令和 5年 4月 1日 ～ 令和 10年 3 月 31日  

指定管理委託料 45,034,000 円（令和 6年度） 

 

２ 指定管理者による自己評価 

評価項目 事業計画 実  績 自己評価 

運営状況 ・開館日数・開館時間等 

 

開所（280～293）日 

午前 8:00～午後 6:30 

午後 2:00～午後 6:30 

※延長は午前 7:30、午後 7:00 

A 

厚生労働省令 63 号 第 18

条 開所基準 原則 1 年につ

き 250 日を最低数字のクラ

ブでも上回る。 

・委託事業、自主事業の実

施 

 

ボランティア講師や自社の放

課後児童クラブとの共同企画

等を行い児童の活動の拡充を

行った。 

A 

クラブ内で楽しめる内容を

工夫しながらもボランティ

ア講師(ラグビー・レクリエ

ーション・中学校の吹奏楽

部)の方々に協力をもらい実

施した。また、自社の放課後

児童クラブとの共同企画や

稲美町内放課後児童クラブ

での共同企画を行い、結果、

児童には良い体験となった。 

・利用者の満足度 

 

アンケート実施により満足度

を確認した。 A 

アンケート結果内、学童クラ

ブの満足度 96.4％（充分満

足・やや満足）の回答を得た。 

・その他（特記事項） 

 

感染症予防の対応         

待機児童はなし 
S 

クラブ内で感染予防の徹底

を心がけた。 

施設維持管理 ・清掃 

・植栽等管理 

・警備 

・設備保守 

・修繕 

 

 

例年通りの方法で点検リスト

を元にして丁寧に点検を実施

した。 

A 

毎日チェックリストで点検

を実施し修繕が必要な箇所

は対応した。エアコンや空調

機器は定期的に清掃を行う

ことで清潔さを保ち劣化を

防ぐようにした。 

・その他（特記事項） 

 

 
 

 

利用状況 ・利用者数 

 

登録児童数 508名 

クラブ別登録者月平均児童数 
A 

登録児童数は、通年・一時登

録者数合算で前年比 26 名増



加古（49）名・母里 1（32）名・ 

母里２（35）名・天満１(60)名・ 

天満２（56）名・天満３Ａ（46）名・

天満３Ｂ（44）名・天満南（50）名 

天満東１（73）名・ 

天満東２（63）名 

（105％）となった。        

待機児童はおらず、ご利用希

望の方は全員通っている学

校の放課後児童クラブを利

用できた。 

・施設稼働率 

 

加古（58）％・母里１（53）％・ 

母里２（45）％・天満１（59）％・

天満２（55）％・天満第３Ａ（53）％・

天満第３Ｂ（49）％・天満南（52）％ 

天満東１（75）％・天満東２（63）％ 

A 

全体として（10 教室中 6 教

室）放課後児童クラブをご利

用される方が増え、稼働率が

上がっている。 

収支状況 ・収支計画 

 

・収支報告 

収入：90,471,632円 

支出：90,530,632円 

収支： △59,000円 

A 

職員採用や環境整備を整え

るための経費がかかったが

概ね予定通りである。 

・経費削減の取組み 

 

支援員各自に経費削減意識が

定着してきている。 
A 

備品の交換、光熱費が増加し

た。再利用できるものを制作

に使用する等、エコを意識し

た。 

運営体制 ・人員配置 

 

平日の支援員は補充できたが、

長期休暇の支援員不足があっ

たが、支援員の協力で乗り越え

た。 A 

支援員の募集を行い補充す

ることができたが、長期休暇

の支援員不足は、支援員同士

が協力することで勉強とな

った。また資格取得の声掛け

を行い、有資格者を増やす取

り組みを行った。 

・危機管理体制 

 

月１回は各クラブで避難訓練

を実施した。また、毎月のリー

ダー会議、年１回のサービス向

上委員会で発生事項を共有し

た。 
S 

各クラブで避難訓練を毎月

実施した。 

リーダー会議では発生事項

を共有し再発防止に努めた。

また、危機管理の大切さをリ

ーダー会議、サービス向上委

員会、研修で伝え、ヒヤリハ

ット提出数の増加に繋がり、

結果危機管理意識が上がっ

た。 

・苦情要望等への対応 

 

稲美町教育委員会と連携しな

がら、各案件について対応し

た。 
A 

案件は全クラブで共有し保

育の質向上に努めた。稲美町

教育委員会の指導をいただ

きながら行った。 

・個人情報の保護及び情報

公開 

 

個人情報の取扱いについて定

期的に確認した。 A 

リーダー会議にて重要性を

再確認した。 

・その他（特記事項） 

 

稲美町放課後児童クラブとし

て運営方法を統一し、協力が出
S 

稲美町放課後児童クラブ全

体として運営方法を統一し、



来るようにした。 クラブ同士が協力できる体

制作りに努めた。 

総合評価 A 

ボランティアや共同企画等

も利用し、児童はより豊かな

経験が出来た。指定管理者が

弊社に代わり２年目になっ

た為、より報告や相談がスム

ーズに出来るような関係性

を築けるように心掛けた。 

 

３ 施設所管課による一次評価 

 

総合評価 A 

  

 指定管理者協定書に基づき、適正に管理運営が行われている。 

 稲美町放課後児童クラブ全体が運営方法を統一し、クラブ同士で協力できるような体制作りを行っている。 

 クラブ祭り・制作活動などのイベントを行うことで遊びや楽しさをベースにした児童の社会性・自立心などの多様

な力を伸ばす機会をつくった。 

 コロナウイルス及びインフルエンザなどの感染症予防にも適切な対応を行っている。 

 利用者の満足度は高く、利用者ニーズに応えられていることも評価できる。 

 

４ 内部評価委員会による評価 

 

総合評価 A 

  

管理運営については、協定書通りに行われていて適正である。 

前年に続き利用者アンケートで高い満足度を得ている。また資源の再利用などにより経費削減に努めている点は評価

できる。今後も利用者のニーズを運営に反映させるなどサービス向上を期待する。 

研修やリーダー会議を行うと共に、クラブ間における協力体制づくりに努められた点は評価できる。今後もクラブ間

で協力し保育の質の向上に努められたい。 

 

５ 外部評価委員会による評価 

 

総合評価  

  

 

 


